
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
の
た
め
に
日
本
人
は
帰
国
。

中
国
語
習
得
に
専
念
で
き
た

北
京
首
都
国
際
空
港
に
降
り
立
っ
た

の
は
今
か
ら
６
年
半
前
、
２
０
０
３
年

の
春
だ
っ
た
。
中
国
語
は
ま
っ
た
く
わ

か
ら
な
い
。
誰
一
人
と
し
て
知
ら
な
い

異
国
の
世
界
。
人
民
元
は
持
ち
合
わ
せ

て
い
な
か
っ
た
。
19
歳
の
誕
生
日
を
目

前
に
、
人
生
を
リ
セ
ッ
ト
さ
せ
よ
う
と
し

た
私
。ゼ
ロ
か
ら
の
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。

当
時
、
北
京
で
は
南
方
の
広
州
か
ら

発
し
た
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ（
重
症
急
性
呼
吸
器
症

候
群
）
が
流
行
っ
て
い
た
。
中
国
語
版
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
で
、

毎
日
感
染
者
・
死
亡
者
数
を
チ
ェ
ッ
ク

し
て
い
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
在
中
国

日
本
大
使
館
は
、
在
留
邦
人
の
安
全
と

健
康
を
保
護
す
る
観
点
か
ら
「
帰
国
指

令
」
を
出
し
た
。
私
は
そ
れ
を
無
視
し

た
。
戦
略
的
判
断
だ
っ
た
。

中
国
語
習
得
が
最
大
の
課
題
だ
っ
た

私
に
と
っ
て
、「
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
ご
と
き
」
で

現
場
を
離
れ
る
わ
け
に
は
い
か
な
か
っ

た
。
周
り
か
ら
日
本
人
が
い
な
く
な
っ

て
く
れ
た
お
か
げ
で
「
中
国
語
」
の
み

に
全
力
投
球
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
私

が
所
属
し
て
い
た
北
京
大
学
で
も
Ｓ
Ａ

Ｒ
Ｓ
感
染
者
が
出
た
た
め
、
授
業
は
ほ

ぼ
ス
ト
ッ
プ
し
た
。

人
生
初
の
状
況
下
で
、
私
は
朝
か
ら

晩
ま
で
、
現
地
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
に
没
頭
し
た
。
移
動
・
睡
眠
の

際
も
ラ
ジ
オ
を
耳
に
、
中
国
語
か
ら
ひ

と
と
き
も
離
れ
な
か
っ
た
。
当
初
は
も

が
き
、
苦
し
ん
だ
が
、
徐
々
に「
感
覚
」

を
つ
か
み
始
め
た
。
私
の
中
国
留
学
・
北

京
生
活
に
と
っ
て
、
中
国
語
は
「
最
大

の
武
器
」
と
な
っ
た
。
如
何
な
る
ア
ク
シ

ョ
ン
を
起
こ
す
上
に
お
い
て
も
、で
あ
る
。

３
カ
月
後
、
Ｈ
Ｓ
Ｋ
（
中
国
語
能
力

試
験
）
８
級
を
取
得
し
、
翻
訳
の
仕
事

を
始
め
た
。
１
年
後
に
は
、
現
地
の
進

学
校
の
日
本
語
教
師
に
、
そ
の
半
年
後
、

同
時
通
訳
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
習

得
し
た
中
国
語
を
応
用
す
る
プ
ロ
セ
ス

は
楽
し
か
っ
た
。
私
は
「
ス
テ
ー
ジ
I
」

と
総
括
す
る
。
翻
訳
は
、
私
に
中
国
の

各
種
文
献
に
触
れ
る
機
会
を
与
え
て
く

れ
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
交
渉
の
場
を
通

じ
て
、
人
脈
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。

東
京
大
学
と
北
京
大
学
の
学
生
代
表
が

相
互
訪
問
し
、
英
語
で
交
流
す
る

留
学
期
間
中
、
自
由
で
独
立
し
た
立

場
を
存
分
に
生
か
し
、
大
使
館
、
企

業
、
大
学
な
ど
あ
ら
ゆ
る
機
関
と
提
携

し
な
が
ら
、
日
中
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
企

画
・
実
行
し
た
。「
ス
テ
ー
ジ
II
」
で
あ

る
。
05
年
に
は
、
北
京
を
含
め
た
各
地

で
反
日
デ
モ
が
起
こ
り
、
日
中
交
流
も

か
な
り
の
打
撃
を
受
け
た
。
大
学
キ
ャ

ン
パ
ス
内
に
お
け
る
日
本
文
化
祭
な

ど
、
交
流
イ
ベ
ン
ト
が
相
次
い
で
延

期
・
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
た
。

私
は
、
中
国
国
内
の
対
日
世
論
が
悪

化
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、学
生
交
流
を
盛

り
上
げ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
。
東

京
大
学
と
北
京
大
学
の
学
生
代
表
に
、

相
互
訪
問
・
英
語
を
通
じ
て
交
流
し
て

も
ら
う「
京
論
壇（JING

Forum

）」
が
、

私
の「
答
え
」
だ
っ
た
。
日
中
双
方
合
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中
国対

日
世
論
が
悪
化
す
る
な
か

新
た
な
学
生
交
流
を
立
ち
上
げ
た

加
藤
嘉
一
﹇
か
と
う
よ
し
か
ず
﹈
北
京
大
学
大
学
院
生



わ
せ
て
、
年
間
50
人
程
度
の
少
数
制
。

歴
史
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
メ
デ
ィ

ア
、
安
全
保
障
、
経
済
協
力
、
環
境
問

題
な
ど
日
中
間
に
横
た
わ
り
、
国
際
的

に
も
注
目
を
集
め
る
テ
ー
マ
を
、
現
地

視
察
、
企
業
・
省
庁
訪
問
、
著
名
人
に

よ
る
講
義
、
延
々
と
続
く
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
、
両
国
学
生
共
演
に
よ
る
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
し
て
解
き

明
か
し
て
い
っ
た
。

08
年
７
月
に
は
『
東
京
大
学
生
×
北

京
大
学
生
、
京
論
壇
―
次
世
代
が
語

る
日
中
の
本
音
』（
明
石
書
店
）
を
出

版
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
京
論
壇
は
毎

年
開
催
さ
れ
、
半
永
久
的
に
続
い
て
い

く
。
２
０
０
９
年
度
も
４
回
目
が
円
満

に
終
了
し
た
。
将
来
的
に
、
日
中
関
係

を
左
右
す
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ

れ
る
こ
と
を
、
私
は
確
信
し
て
い
る
。

創
始
人
の
ひ
と
り
と
し
て
、
末
永
く
見

守
っ
て
い
く
つ
も
り
だ
。

ホ
ッ
ト
な
話
題
を
現
地
で
、
現
地
の
方
と
、

現
地
の
言
葉
で
話
し
合
う

現
在
、
中
国
内
外
の
メ
デ
ィ
ア
で
、

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
・
コ
ラ
ム
ニ
ス
ト
と

し
て
、
年
間
１
０
０
以
上
の
取
材
を
受

け
、
月
間
約
20
本
の
文
章
を
中
国
語
で

執
筆
し
て
い
る
。
よ
う
や
く
「
ス
テ
ー

ジ
III
」
ま
で
来
ら
れ
た
。
き
っ
か
け
は
、

05
年
４
月
の
反
日
デ
モ
だ
っ
た
。

４
月
９
日
22
時
30
分
、
香
港
系
フ

ェ
ニ
ッ
ク
ス
テ
レ
ビ
の
生
中
継
人
気
ト

ー
ク
番
組
で
、
キ
ャ
ス
タ
ー
か
ら
「
加

藤
さ
ん
、
反
日
デ
モ
が
起
こ
っ
た
責
任

は
日
中
ど
ち
ら
に
あ
る
と
思
う
」
と
問

わ
れ
た
。
初
め
て
の
本
格
的
な
テ
レ
ビ

出
演
。
背
筋
が
凍
り
つ
い
た
。「
こ
こ

は
中
国
。
中
国
の
責
任
と
言
え
ば
、
強

制
帰
国
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
。
か
と

い
っ
て
日
本
の
責
任
と
言
え
ば
、
売
国

奴
と
見
な
さ
れ
、
お
国
に
帰
れ
な
く
な

る
か
も
し
れ
な
い
」。
一
瞬
の
間
に
い

ろ
い
ろ
考
え
た
。
気
持
ち
を
入
れ
替
え
、

少
し
だ
け
深
呼
吸
し
て
答
え
た
。

「
昨
今
に
お
い
て
歴
史
認
識
問
題
は
日

中
両
国
に
跨
る
外
交
マ
タ
ー
に
な
っ
て

い
ま
す
。
よ
っ
て
、
関
係
改
善
に
は
双

方
の
絶
え
間
な
い
努
力
が
必
要
な
こ
と

は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
通

行
の
解
決
は
あ
り
え
な
い
の
で
す
。
た

だ
、
私
は
日
本
国
民
と
し
て
、
歴
史
を

直
視
す
る
勇
気
を
持
ち
た
い
と
考
え
ま

す
し
、
政
府
に
も
そ
う
あ
っ
て
も
ら
い

た
い
と
切
に
願
っ
て
い
ま
す
」

08
年
５
月
の
胡
錦
濤
国
家
主
席
訪
日

の
際
に
は
、
中
国
国
際
放
送
（C

hina

Radio
International

）
に
て
、
北
京

大
学
国
際
関
係
学
院
に
お
け
る
私
の
指

導
教
官
、
朱
鋒
教
授
と
共
演
で
生
中
継

解
説
す
る
機
会
を
得
た
。
異
国
の
地
か

ら
祖
国
を
眺
め
る
自
分
。
不
思
議
な
空

間
に
身
を
委
ね
る
自
分
。
緊
張
の
な
か

に
、
心
地
よ
さ
が
あ
っ
た
。

反
日
デ
モ
以
外
に
も
、
日
中
首
脳
外

交
、
毒
ギ
ョ
ー
ザ
事
件
、
四
川
大
地

震
、
北
京
五
輪
、
金
融
危
機
、
建
国

60
周
年
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
ホ
ッ
ト
な
話

題
を
現
地
で
、
現
地
の
方
と
、
現
地
の

言
葉
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ

て
き
た
こ
と
は
、
一
生
の
財
産
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
私
の
よ
う
な
若

造
に
、
当
初
は
想
像
す
ら
で
き

な
か
っ
た
数
々
の
機
会
を
与

え
て
く
れ
た「
第
二
の
祖
国
」

に
、
心
か
ら
感
謝
し
た
い
。

最
後
に
、
自
分
よ
り
若
い
人

た
ち
に
エ
ー
ル
を
送
り
た
い
。

私
は
伊
豆
の
小
さ
な
町
で
生

ま
れ
た
。
幼
い
こ
ろ
、
目
に
見

え
る
世
界
が
す
べ
て
だ
と
信
じ

て
疑
わ
な
か
っ
た
。
家
庭
の
事

情
な
ど
で
、
そ
れ
な
り
に
苦
し

い
思
い
も
し
た
。
山
梨
県
の
高

校
に
通
っ
て
い
た
こ
ろ
、「
人
生

も
う
だ
め
か
な
」
と
落
ち
込
ん
だ
。

け
れ
ど
も
、
野
球
は
ツ
ー
ア
ウ
ト
か

ら
、
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
。
思
い
切
っ

て
日
本
を
飛
び
出
し
た
。
日
本
の
美
し

さ
を
感
ず
る
こ
と
が
で
き
た
。
生
ま
れ

て
初
め
て
、
祖
国
を
愛
し
て
い
る
と
思

え
た
。
皆
さ
ん
に
も
、
そ
う
あ
っ
て
ほ

し
い
。
局
面
を
打
開
で
き
な
く
て
、
悩

ん
で
も
、
そ
こ
で
終
わ
っ
て
は
い
け
な

い
。
ど
の
国
、
ど
の
地
域
で
も
い
い
。

自
ら
考
え
、
勇
気
を
持
っ
て
異
国
の
地

へ
飛
び
出
す
こ
と
で
、
日
本
が
、
そ
し

て
自
分
が
見
え
て
く
る
。
そ
の
こ
と
に

よ
う
や
く
気
づ
い
た
。a
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